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“社会を明るくする運動”山梨県推進委員会委員長賞　中学生の部

小さなきっかけ
　　　　　　　　　　　　　　甲斐市立竜王中学校　２年　菊　島　咲　菜


その子を初めて見たのは、いつもの帰り道にある公園だった。声をかけたことはなかったけれど、なぜか印象に残った。家の近くにあるその公園は、遊具も古くて特に人気があるわけではないけれど、私はいつも何気なく学校帰りにそこを通っていた。ある日、その公園のベンチに座っていた男の子の事が、なんとなく気になった。私と同じくらいの年に見えるけれど、制服は着ていない。「学校に行っていないのだろうか。」昼間からひとりでスマホを見たり、空をぼーっと眺めたりしていた。目が合うと、すぐに視線をそらされる。その様子に少し近寄りがたさを感じ、「少し怖いな。」と思っていた。
　ある日の事、その子が自動販売機の前でしゃがみ込んでいた。足元には小銭が散らばっていて、何かを探しているようだった。私は近づいて、地面に落ちていた百円玉を拾って渡した。何も言わなかったけれど、その子は少し驚いたような表情をして、それから小さな声で「・・・ありがとう」と言った。その声を聞いて、「なんだ、普通の子なんだな」と思った。それからは、その子を見かけるたびに、軽く会釈をするようになった。向こうも小さくうなずいてくれたり、たまに手を振ったりするようになった。話すわけではないけれどなんとなく知っている人、という感じになっていた。
　ある日、母と犬の散歩に行く途中で、公園の前を通った。地域の人たちが掃除をしていて、草を刈ったり、ゴミを拾ったりしていた。その中に、あの男の子の姿があった。帽子をかぶって、軍手をはめて、黙々とゴミを拾っている。いつも無表情だったあの子が、誰かと笑いながら話している姿に驚いた。私に気づいたあの子は、ちょっと照れたような顔で手を振ってきた。私は思わず軽く手を振り返した。「最近ボランティアに来てくれるようになったんだって」と母が言った。母は、その子のことを少し知っていたらしい。「学校に行けていないみたいだけど、地域の人が関わって少しずつ変わってきているんだって」と話してくれた。私はあの日のことを思い出した。拾って渡した”百円玉“。ほんのささいな出来事だけれど、その子にとって何かが変わるきっかけになったのかもしれない。私は大きな行動はしていない。百円玉を拾って渡しただけ。仲良くなったわけでもないし、悩みを聞いたわけでもない。それでもほんの少し気にかけた事で何かが変わったような気がした。一人ぼっちでいる人や悩んでいる人に対し、誰かが少し気にかけることで社会の人とつながるきっかけがつくれるのかもしれないと感じる出来事だった。
　非行や犯罪という言葉は、自分には遠い話に思える。最近のニュースや新聞などで未成年が犯罪をおかしてしまった事例が多く上がっている。闇バイトやワンクリック詐欺など、私たち中学生のほとんどが手にしているスマホから簡単に入ることができてしまう。遠いようで、でも、私たちの一歩手前まで迫ってきているのだ。ネット上で何でもできてしまう世の中になってきているが、その上で私たち中学生や未成年ひとりひとりが、見極めていく必要があると私は考える。社会を明るくすることは、何か特別なことをしなくてもできるのかもしれない。
“ほんの少し気にかけること”
“目をそらさないこと”
“知ってみて考えること”
少しの行動が、誰かの安心につながることもあると思う。私は人と話すことがとても上手にできて、みんなの悩みをすべて解決できるような人ではないけれど、あの日の拾って渡した百円玉は、私自身だけでなく、その子の心を動かす小さなきっかけになったのであれば勇気を出して関わってみてよかったと思っている。私は学年をより良くするために、前期学年生徒会として活動している。注意しても直らなかったり、反抗してさらにヒートアップしてしまう人が何人かいる。私は社会を明るくする運動として、まずは学年でひとりひとりが安心できる学年にしていきたい。今は私の言葉や仲間の言葉が届かない人もいるかもしれない。しかし、私たち学年生徒会がその人たちの心を動かすきっかけをつくる取り組みをやっていきたい。ひとりでも変われるきっかけをつくれるように、私たちができることがたくさんあると思う。これからも私は目の前にいる人をきちんと見て、誰ひとり取り残さないように今自分自身ができることを考えて行動していきたい。
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